拝復﷚あわただしい師走となり［年の瀬を迎え・年の瀬も押し迫り］、なにかと気ぜわしい毎日をお過ごしのことと存じます。
　さて、先日は結構な［お心のこもった］お品をお贈りいただき、誠にありがとうございました。◯◯◯◯（ここに、いただいたものの感想を記載します。「家族一同大喜びで…」等）。

　日頃はご無沙汰ばかりいたしておりますのに、いつもお心にかけていただきまして、本当にありがたく存じます。

　寒さが続きます折、お風邪など召しませんようくれぐれもご自愛のうえ、よい新年をお迎えくださいますようお祈り申し上げます。

　まずは、右とりあえずお礼まで。
敬具　
平成◯年◯月◯日

◯◯◯◯（手書きで署名します）　
